
ワークショッップC：対人援助職のためのフォーカシング 

 

	 「ある援助対象者（患者、クライエント等）と会う前や会った後は、いつも独特の感じがある」。

対人援助職（医療者、心理士、ボディワーカー等。以下、援助職）であれば、誰しもがこのような

経験をお持ちではないでしょうか。それは重いような感じや、何かが引っかかるような感じかもし

れません。このような、まだ不明瞭だが確かにからだに感じられる独特の感じ—フェルトセンス—

は、言葉にしようとすると「…」となることさえあります。フォーカシングは、フェルトセンスに

注意を向け、それを言い表し意味を見出していく一連の方法ですが、考案者のユージン・ジェンド

リン博士（Eugene Gendlin 1926-2017）は、「…」はその状況において私たちが見たり考えたりする

よりももっと多くの複雑性を含んでいることを指摘しています（Gendlin, 1992）。援助対象者と援

助職、双方の〈身〉が響き合う援助場面において、援助職は実に多くのことを感じていますが、そ

の複雑な感じを整理したり、じっくりと聴いてもらえる機会はあまり多くありません。 

	 「復職を急ぐ会社員との面接ではいつも息苦しいようなフェルトセンスがあった。それはクライ

エントの焦りだと思っていたが、フォーカシングをしてみると、いいアドバイスをしなければと呼

吸も浅くたくさん話していた自分の姿が思い浮かんだ。焦っていたのは自分だったことがわかった」

という事例のように、感じられるフェルトセンスに丁寧に関わり言い表していくことで、援助職の

体験の新しい側面や意味、理解が現れてきます。対人援助職のためのフォーカシング・セッション

では援助職と聴き手という、援助場面とはまた異なる双方の〈身〉が「いま・ここ」で響き合って

います。本ワークショップではフェルトセンスに触れるワーク、援助場面でのご自身の体験を振り

返ること、そして話し手と聴き手の体験の相互作用を感じていただけるようなワークを予定してい

ます。ご参加をお待ちしています。 
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